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本日のプレゼンテーションの目的

①自分が好んでいるWell-BeingとSDGsの
繫がりを発信し、
山梨でWell-Being×SDGsを広めるため

②私の活動に関心を持つ方と繋がり
山梨で協創するため



自己紹介

山田芳毅(やまだよしき)

1991年広島県広島市生まれ。

立教大学社会学部卒業

株式会社マイナビにて約3年ほど大学生向けメディアの編集&事業企画。

旧・株式会社リクルートキャリアにて約3年ほど転職エージェントのキャリアアドバ
イザーや企業向け採用コンサルティング。

その後、半年間キャリアコーチングの個人事業主。

2021年10月にKEIPE株式会社へ入社。就労支援に取り組む傍ら、障害者向けに自己理
解・キャリア関連のワークショップを自社内で開催。



会社紹介

■会社名：KEIPE(ケイプ)株式会社

■設立：2017年10月(現在5期目)

■所在地：山梨県(甲府市,笛吹市)

■事業内容：福祉事業(障害者就労支援事業)を中心に、事業
多角化中

■社員数：健常者26名(パート含む),障害者約90名<全員
パート契約>

■平均年齢：31歳 (社長も今年度32歳代)

■社風キーワード：挑戦/若い/走りながら考える/フランク
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2022年4月から事業多角化中



Well-Beingとは何か？



Well-Beingとは何か？

出典：「ウェルビーイング」前野隆司、前野マドカ 日経文庫

「身体的Well-Being」 「精神的Well-Being」 「社会的Well-Being」



SDGsとWell-Beingの繫がり ～ポストSDGs候補～

2030年以降(SDGsの次)は、

「SWG(Sustainable Well-Being Goal)」

※SDGsの課題は「『自分は●番をやっているから、▲番はいいや』と、

部分のみに着眼してしまう人を生むこと」という指摘から「s」を外した。



SDGsとWell-Beingの包含関係

orGOOD HEALTH
AND 
WELL-BEING(福祉)

狭義のWell-Being(福祉) 広義のWell-Being(良好な状態,満たされた状態)



私がWell-Beingに関心を持った理由

①理想を起点としたもの・先見的なものが好き

(SDGsなど)

②属人的なのに普遍的なものが好き

(幸せ,人の心理や認知,ライフキャリア,コミュニケーションなど)

③Well-Beingの観点で起伏の激しい10代20代を過ごし、

着眼するようになった



Well-Beingと企業経営

画像引用：https://www.human-okinawa.org/report/811/



Well-Beingに関する私の活動紹介

一般社団法人ウェルビーイングデザインでの会員活動



Well-Beingに関する私の活動(会社外)

前述の一社・ウェルビーイングデザ
インにおいて、

「協働が、健常者・障害者双方のは
たらく幸せへ与える影響」

をテーマに、障害者のはたらく幸せ
について研究する自主勉強会を主催。

Well-Being×障害福祉



Well-Beingに関する私の活動(会社外)

前述の一社・ウェルビーイングデザインに

おいて、

「Well-Beingの知見を、

夫婦パートナーシップや親子関係に活かす」

ための、自主勉強会を主催

Well-Being×家庭



Well-Beingに関する私の活動(会社内)

Well-Being×組織(システム面)



Well-Being×組織(ソフト面)
Well-Beingに関する私の活動(会社内)



Well-Beingに関する私の活動(会社内)

Well-Being×組織(ソフト面)



Well-Beingに関する私の活動(会社内)

障害者就労施設において、はたらく
楽しさ・喜びを感じていただくため
に、

利用者向けに自己理解＆仕事の意味
づけワークショップ

を主催。

Well-Being×障害者就労支援

ワークシートイメージ

ワークショップ風景



【今後】地域の外国人を英語落語でWell-Beingに


